
26
年
に
わ
た
る
自
民
・
公

明
連
立
政
権
が
崩
壊
し
た
も

と
で
、
10
月
21
日
、
臨
時
国

会
が
開
会
し
、
新
た
に
自
民

と
維
新
の
会
の
連
立
に
よ
る

高
市
早
苗
政
権
が
発
足
し
ま

し
た
。

参
院
選
で
の
国
民
の
審
判

は
、
消
費
税
減
税
、
裏
金
問

題
の
徹
底
追
求
と
企
業
団
体

献
金
の
全
面
禁
止
で
す
。

と
こ
ろ
が
連
立
合
意
で
こ

れ
ら
の
政
策
は
棚
上
げ
に
し

て
い
ま
す
。

一
方
で
、
①
今
国
会
中
に

憲
法
９
条
の
改
悪
に
向
け
た

両
党
の
「
条
文
起
草
協
議
会
」

を
設
置
②
今
年
度
中
の
医
療

費
４
兆
円
削
減
の
具
体
化
③

大
軍
拡
は
前
倒
し
で
実
施
④

「
ス
パ
イ
防
止
法
」
案
を
速

や
か
に
策
定
・
成
立
⑤
選
択

性
夫
婦
別
姓
の
要
求
を
封
じ

込
め
る
「
旧
姓
の
通
称
使
用

の
法
制
化
」
⑥
「
外
国
人
政

策
」
と
い
う
排
外
主
義
―
な

ど
、
「
自
民
党
政
治
を
さ
ら

に
悪
く
す
る
悪
政
の
オ
ン
パ

レ
ー
ド
」
で
す
。

重
大
な
こ
と
は
、
衆
議
院

定
数
１
割
削
減
の
法
案
を
今

国
会
に
提
出
し
、
成
立
を
め

ざ
す
と
い
う
も
の
で
す
。

削
減
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
比

例
定
数
。
国
民
の
１
票
が
最

も
議
席
に
反
映
す
る
比
例
の

定
数
削
減
は
「
民
意
の
切
り

捨
て
」
で
す
。
国
民
の
声
が

ま
す
ま
す
国
会
に
届
か
な
く

な
り
、
議
会
に
よ
る
政
府
監

視
機
能
を
弱
め

ま
す
。
裏
金
事

件
の
真
相
解
明

に
フ
タ
を
し
た

自
民
党
に
と
っ
て
も
、
こ
れ

ほ
ど
都
合
の
よ
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

議
員
定
数
を
含
め
選
挙
制

度
は
民
主
主
義
の
土
台
で
あ

り
、
そ
の
あ
り
方
は
全
て
の

政
党
に
よ
る
国
民
的
な
議
論

が
不
可
欠
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、
９
月
の

第
６
回
中
央
委
員
会
総
会
で

「
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
が
形
成
さ

れ
、
社
会
保
障
な
ど
国
民
生

活
の
破
壊
、
大
軍
拡
の
暴
走
、

憲
法
と
民
主
主
義
の
蹂
躙
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
逆
流

な
ど
、
日
本
の
政
治
に
深
刻

な
逆
行
を
も
た
ら
す
危
険
が

生
ま
れ
て
い
る
」
と
警
鐘
乱

打
し
て
き
ま
し
た
が
、
ま
さ

に
今
回
発
足
し
た
自
民
・
維

新
の
連
立
政
権
は
「
悪
政
推

進
の
反
動
ブ
ロ
ッ
ク
」
そ
の

も
の
で
あ
り
、
戦
後
の
自
民

党
政
権
の
歴
史
の
な
か
で
も
、

国
民
に
と
っ
て
最
悪
の
政
権

と
な
る
危
険
を
持
つ
政
権
で

す
。反

動
ブ
ロ
ッ
ク
の
危
険
に

正
面
か
ら
対
決
し
、
平
和
、

民
主
主
義
を
擁
護
、
発
展
さ

せ
る
新
し
い
国
民
的
・
民
主

的
共
同
を
つ
く
り
、
広
げ
る

こ
と
が
い
よ
い
よ
大
切
で
す
。

「
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
で

は
な
く
、
憲
法
と
平
和
を
断

固
と
し
て
守
る
立
場
で
の
共

同
を
つ
く
る
こ
と
は
、
反
動

ブ
ロ
ッ
ク
に
立
ち
向
か
う
上

で
も
要
の
力
と
な
り
ま
す
。

時
流
に
流
さ
れ
ず
、
自
民

党
政
治
を
大
本
か
ら
改
革
す

る
立
場
を
確
固
と
し
て
貫
く

日
本
共
産
党
が
大
奮
闘
し
て

こ
そ
、
日
本
の
政
治
を
前
に

動
か
し
、
希
望
の
あ
る
新
し

い
政
治
を
つ
く
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（

し
ら
か
ば
編
集
部
）
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９
月
議
会
で
来
年
４
月
か
ら
の
上

水
道
料
金
、
平
均
31
・
８
％
の
値
上

げ
が
決
ま
り
ま
し
た
。
値
上
げ
に
賛

成
は
15
、
反
対
７
で
し
た
▼
今
ま
で

は
毎
月
検
針
、
毎
月
支
払
い
で
し
た

が
、
来
年
９
月
か
ら
は
２
ヶ
月
ご
と

の
検
針
、
支
払
い
に
な
り
ま
す
▼
基

本
料
金
は
、
今
ま
で
水
道
管
の
口
径

13
mm
の
み
毎
月
９
７
９
円
で
、
20

mm
～
２
５
０
mm
ま
で
一
律
１
１
６

６
円
で
し
た
。
そ
れ
が
13
mm
の
１

２
８
７
円
か
ら
２
５
０
mm
の
最
大
２

万
２
千
円
ま
で
値
上
が
り
し
ま
す
▼

使
用
量
も
５
立
方
㍍
ま
で
無
料
だ
っ

た
も
の
が
10
立
方
㍍
ま
で
１
立
方
㍍

ご
と
に
33
円
に
▼
11
立
方
㍍
以
上

も
使
用
量
が
増
え
る
ご
と
に
料
金
が

高
く
な
り
ま
す
▼
３
月
の
千
葉
県
知

事
選
挙
で
は
水
道
料
金
の
値
上
げ
が

一
番
の
争
点
に
な
り
ま
し
た
▼
県
水

を
使
っ
て
い
る
の
は
県
内
の
３
分
の

２
で
、
東
葛
地
域
は
各
市
が
水
道
の

管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
▼
県
の
値
上

げ
率
は
約
20
％
。
我
孫
子
は
そ
の
５

割
以
上
の
値
上
げ
率
で
す
▼
埼
玉
県

八
潮
市
の
陥
没
事
故
を
み
て
も
、
水

道
管
の
更
新
と
耐
震
化
は
待
っ
た
な

し
で
す
▼
市
は
水
道
管
の
修
繕
も
利

用
料
金
で
ま
か
な
お
う
と
し
て
い
ま

す
▼
折
込
の
「
あ
び
こ
民
報
・
秋
号

外
」
に
あ
る
様
に
「
古
い
水
道
管
の

交
換
費
用
ま
で
市
民
に
押
し
付
け
な

い
で
！
」

（
Ｒ
）

オ
オ
バ
ン

しんぶん
日 刊 ●月 ３４９７円
日曜版 ●月 ９９０円

赤

旗

連絡をいただければ「しんぶん赤旗」の見本を届けます

日本共産党我孫子市議団の

ホームページのサイトは

https://jcp-abiko.com/

です。

スマホのＱＲ

コードはこち

らから。→

消
費
税
減
税
棚
上
げ
・

大
軍
拡
前
倒
し

反
動
ブ
ロ
ッ
ク
の

危
険
が

議
員
定
数
削
減
許
さ
ぬ

正面から対決せにゃー

去
年
、
志
賀
直
哉
の

草
稿
が
発
見
さ
れ
、
白

樺
文
学
館
で
は
こ
れ
を

記
念
し
て
『
暗
夜
行
路
』

の
軌
跡
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
10
月
31
日
か
ら
来

年
の
３
月
１
日
ま
で
草

稿
が
初
公
開
さ
れ
ま
す
。

志
賀
は
柳
宗
悦
の
勧

む
ね
よ
し

め
で
大
正
４
年
か
ら
12

年
ま
で
我
孫
子
に
住
み
、

代
表
作
『
城
の
崎
に
て
』

『
和
解
』
『
小
僧
の
神

様

』

『

暗

夜

行

路

』

（
後
編
三
ま
で
）
を
書

い
て
い
ま
す
。

大
正
５
年
に
武
者
小

路
実
篤
が
移
り
住
み
、

バ
ー
ナ
ー
ド
リ
ー
チ
が

柳
宗
悦
の
邸
内
に
窯
を

築
き
仕
事
を
始
め
た
こ

の
こ
ろ
が
「
白
樺
」
隆

盛
時
代
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
当
時
、
岸
田

劉
り
ゅ
う

生
、
芥
川
龍
之
介
、
有

せ
い島

武
郎
た
ち
多
く
の
客

人
が
訪
れ
、
船
や
徒
歩

で
毎
日
の
よ
う
に
往
来

し
た
と
い
い
ま
す
。

志
賀
は
我
孫
子
で
長

女
と
長
男
を
亡
く
し
て

い
ま
す
。
長
女
の
死
と

父
と
の
長
年
の
不
和
を

描
い
た
の
が
『
和
解
』

で
す
。

（
栄

Ｔ
）

『暗夜行路』草稿初公開記念『暗夜行路』の軌跡

▼場所 長禅寺・取手宿散策

(雨天中止)

▼日時 11月16日(日)10:00我

孫子駅改札前集合（10:10発

取手行きに乗車予定です）

▼コース 長禅寺→旧取手宿

本陣→八坂神社→念仏院→新

町屋旅館跡→小堀渡し→昼食

▼14:00頃解散予定

主催 日本共産党我孫子

南地域後援会

日帰り散策のお知らせ

反
動
ブ
ロ
ッ
ク
と

正
面
か
ら
対
決
を
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東
海
道
本
線
に
比
べ
て
電
化

と
複
線
化
で
遅
れ
て
い
た
東
北

本
線
で
し
た
が
、
複
線
電
化
は

徐
々
に
北
上
し
て
、
昭
和
43
年

８
月
つ
い
に
全
線
電
化
複
線
化

が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

そ
の
年
の
10
月
１
日
に
ダ
イ
ヤ

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は
国
鉄
が

１
９
６
５
年
か
ら
実
施
し
た
長

期
計
画
前
半
の
総
決
算
と
な
る

大
規
模
な
も
の
で
、
新
幹
線
及

び
特
急
列
車
の
大
増
発
、
在
来

線
特
急
電
車
１
２
０
㌔
運
転
に

よ
る
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
、
首
都

圏
通
勤
輸
送
改
善
な
ど
大
幅
な

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在

で
も
「
43
ー

10
（
よ
ん
さ
ん

と
う
）
」
ダ
イ
ヤ
改
正
と
し
て

語
り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

特
に
東
北
本
線
は
最
後
ま
で

残
っ
て
い
た
盛
岡
―
青
森
間
の

電
化
に
よ
っ
て
東
北
本
線
の
全

線
電
化
が
完
成
し
た
こ
と
も
、

こ
の
改
正
に
お
け
る
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
し
た
。

こ
の
改
正
で
「
は
つ
か
り
」

は
新
型
車
両
で
電
車
化
さ
れ
、

さ
ら
に
大
幅
な
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ

プ
で
最
高
時
速
１
２
０
㌔
に
な

り
、
上
野
―
青
森
間
は
８
時
間

30
分
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
同
時
に
「
は
つ
か
り
」

は
東
北
本
線
経
由
と
な
り
、
常

磐
線
か
ら
昼
間
に
走
る
特
急
が

な
く
な
り
ま
し
た
。

ダ
イ
ヤ
改
正
に
先
立
ち
９
月

９
日
か
ら
「
は
つ
か
り
」
は
従

来
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
の
時
刻

で
、
常
磐
線
経
由
の
ま
ま
で
電

車
化
さ
れ
ま
し
た
。
新
型
車
両

の
「
お
披
露
目
」
と
も
と
ら
え

ら
れ
ま
す
が
、
実
際
は
そ
れ
ま

で
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
特
急
の
車
両

を
東
北
・
奥
羽
本
線
経
由
上
野

―
秋
田
間
の
特
急
に
転
用
す
る

た
め
、
乗
務
員
の
訓
練
の
目
的

で
一
足
早
く
常
磐
線
か
ら
去
っ

て
行
っ
た
か
ら
で
し
た
。

東
北
本
線
よ
り
も
距
離
が
長

い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
北

本
線
が
勾
配
等
の
制
約
か
ら

「
東
北
初
め
て
の
特
急
」
「
北

海
道
連
絡
」
の
重
責
を
担
っ
た

常
磐
線
は
、
東
北
本
線
全
線
電

化
複
線
化
に
よ
っ
て
、
そ
の
役

目
を
東
北
本
線
に
譲
り
ま
し
た
。

（
次
号
へ
続
く
）
（
緑

竹
内
）

57

「
高
額
療
養
費
制
度
」
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
？

こ
の
制
度
は
、
毎
月
（

1
日
か
ら

月
末
ま
で
）
に
か
か
っ
た
医
療
費
の

自
己
負
担
額
が
高
額
に
な
っ
た
場
合

に
、
一
定
の
金
額
を
超
え
た
分
が
、

あ
と
か
ら
払
い
戻
さ
れ
る
制
度
で
す
。

月
を
ま
た
い
だ
場
合
は
月
毎
に
自

己
負
担
額
を
計
算
し
ま
す
。

政
府
与
党
は
が
ん
や
医
療
費
助
成

の
な
い
難
病
な
ど
、
何
度
も
医
療
費

が
高
額
に
な
る
方
以
外
の
限
度
額
の

引
き
上
げ
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

病
気
の
不
安
や
身
体
の
し
ん
ど
さ

に
加
え
、
お
金
の
不
安
が
あ
っ
て
は
、

辛
さ
が
倍
増
し
ま
す
。
治
療
に
集
中

で
き
ま
せ
ん
。
家
族

が
い
た
ら
自
分
の
命

と
家
族
の
お
金
を
比

べ
る
よ
う
な
こ
と
が

起
こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

人
の
気
持
ち
や
生
活
を
想
像
で
き

る
人
に
、
政
治
家
に
な
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で
す
。

３８

「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
」

若
松
・
高
橋
祥
子

電車特急「はつかり」

今
回
は
「
八
幡
神
社
」
を
巡

り
ま
す
。

八
幡
神
社
は
、
先
月
号
で
訪

ね
た
無
量
院
の
南
隣
に
あ
り
、

石
段
を
上
る
と
八
幡
神
社
で
す
。

青
山
の
旧
村
社
で
、
祭
神
は

誉

田
別
命
。
日
天
子
社
の
皇
大

ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と

す
め
お
お

神
を
合
祀
し
て
い
ま
す
。
開
創

か
みは

不
詳
で
す
が
、
16
～
17
世
紀

以
来
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
い
ま

す
。鳥

居
を
く
ぐ
り
、
参
道
に
は

数
々
の
石
塔
や
石
仏
が
並
び
ま

す
。
中
で
も
右
の
「
子
育
地
蔵

像
」
（
１
７
７
１
）
は
『
房
総

の
石
仏
百
選
』
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

左
の
万
治
２
年
（
１
６
５
９
）

建
立
の
「
庚
申
塔
」
は
市
内
で

２
番
目
に
古
い
も
の
で
す
。

社
殿
近
く
の
小
堂
に
は
「
弘

法
大
師
石
像
」
が
祀
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
神
仏
習
合
と
い
う
事

で
し
ょ
う
か
。

無
量
院
と
八
幡
神
社
の
敷
地

は
「
青
山
」
の
飛
び
地
で
す
。

東
側
は
「
南
青
山
」
西
は
「
青

山
台
１
，
２
丁
目
」
で
現
在
住

宅
街
と
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
水
戸
街
道
が
青
山
を
通
る

よ
う
に
な
り
、
渡
船
場
と
し
て

人
と
物
の
往
来
が
盛
ん
に
な
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
相
馬
霊
場
が

開
創
さ
れ
、
無
量
院
と
対
岸
の

取
手
の
長
禅
寺
か
ら
の
巡
拝
者

も
増
え
ま
し
た
が
、
大
利
根
橋

が
で
き
て
運
輸
の
主
体
が
水
運

か
ら
陸
運
に
変
わ
り
ま
し
た
。

（
栄

関
口
）
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「
我
孫
子
の
地
名
と

歴
史
」
「
新
四
国
相
馬
霊
場
八

十
八
ヶ
所
を
訪
ね
る
」

その８８

八幡神社石段

子育地蔵像庚申塔

弘法大師石像

八幡神社鳥居

八幡神社社殿

Ｎ

旧水戸街道

青山台入口 北新田

6号線

日の出通り

青山村

鍵形

★八幡神社

★石段

無量院


